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化させることで、酵素生産条件を最適化し(0.275 ± 0.005 U)、標準の培養条件(0.127 ± 0.107 
U)の約２倍に向上させた。Pseudomonas syringae の β-アスパルチルアミドヒドロラーゼ
が γ-グルタミルアミドヒドロラーゼ活性を有するとともに転移反応も触媒する新規酵素
であることを明らかにし、β-アスパルチル-γ-グルタミルトランスフェラーゼ (BAT-GGT)
と命名した。本酵素を 13.14 倍、比活性 0.92 U/mg に精製した。本酵素は 37 kDa と 21 kDa
の大小２つのサブユニットからなる Ntn スーパーファミリーに属すると考えられた。本
酵素の転移反応を利用した抗酸化活性や抗菌活性を示す β-アスパルチルヒドロキサム酸
など、これらの化合物の誘導体合成への応用が期待される。結果的に、申請者は食品微
生物および植物型の β-アスパルチルアミドヒドロラーゼを見出し、酵素生産の最適化を
行った。また、新規酵素、β-アスパルチル-γ-グルタミルトランスフェラーゼ見出し、そ
の転移活性を利用した β-アスパルチルヒドロキサム酸合成反応の最適化を行った。 
